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1．はじめに

この会合の英語名は「ASPO2005: 4th International
Workshop on Oil and Gas Depletion」である．ASPO
とはAssociation for the Study of Peak Oilの略で，日本
語に訳せば「石油ピークに関する研究連盟」である

（http://www.peakoil.net）．このワークショップは，石
油枯渇に関する最近のデータ解析に基づいて，石油
生産のピークはいつ頃起こるのか，それに対して代替
エネルギーはどうなのかを非公式に議論している．開
催期間は2005年5月19－20日の2日間で，場所はポル
トガルの首都リスボンであった．この会合はすでに第
4回目を数え，過去3回はそれぞれ，2002年5月23－25
日にスウェーデンのウプサラで，2003年5月26－27日に
はパリで，2004年5月25－26日にドイツのベルリンで行
われている（大久保, 2004）．

2．ワークショップ

ASPOのまとめ役が英国出身のColin J. Campbell
である．彼の経歴は，地質学者として石油会社に勤
め，南米で地質調査を行い，最後はノルウェーの会社
の副社長であったとのことである．退職後，石油枯渇
に関する4つの本を著し，講演やマスメディアを通し
て一般への啓蒙に努めている．

参加者は当日配布された資料に掲載してある人で
274名で，国別ではアイルランド，アラブ首長国連邦，
イラン，英国，イタリア，オーストラリア，オランダ，カナ
ダ，スペイン，スイス，スウェーデン，デンマーク，中国，
ドイツ，日本，ノルウェー，フランス，米国，ベルギー，
ポルトガル，ルクセンブルグと，第3回会議には出席し
ていなかったアルゼンチン，アンゴラ，シンガポール，
チェコ，ナイジェリア，ニュージーランド，ハンガリー，フ

ィリピン，ブラジル，ベネズエラ，メキシコ，香港，ルク
センブルグの合計34カ国であった．第3回会議と比
較し，参加者数は若干の増加に留まったが，新たな
参加国は10カ国以上である．日本からは，石井吉徳
富山国際大学教授（東大名誉教授），茂木源人東京
大学工学部助教授，三ケ田均京都大学講師と私の4
名であった．

前回の第3回会議では，国際エネルギー連盟（IEA,
2002）やEuropean Commission, Directorate for
Research Community Research（2003）のような化石
燃料に対する楽観派と，ASPOのような石油が枯渇す
るずっと以前に石油生産量は減少し，「安い石油」時
代は従来の予測よりもっと早く終焉するとする悲観派
に分かれ，両者が真っ向から対決する形で会議は進
められた．今回は以下をトピックとして議論が繰り広
げられた．
（1）産油国の現実：供給限界
（2）石油輸入国における石油枯渇の影響：需要への

影響
（3）在来型石油と非在来型石油の価格：幻想と現実
（4）政策実施例：石油枯渇議定書
（5）世界の過去の石油ピーク時代
特に（4）については以下の素案が提出され，1日目の
最後にフランスの元国土環境大臣，英国の元環境大
臣，スイスの政治家，カナダの元知事代表といった政
治家がパネリストになり，パネルディスカッションが行
われた．

Colin Cambell著「石油と不気味に現れるエネルギー

危機の真実」（Eagle Print, Ireland, 2004）より

・産業革命から200年，世界の人口は増加し，エネ
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第1図　世界の石油発見量と生産量の推移と発見量の将来予測（ASPO, 2005）．

ルギー需要は急速に増大している．

・人間が使うエネルギー需要の多くは石炭，石油で

あり，これらは地質時代に形成された化石燃料で

ある．化石燃料は無尽蔵ではなく，いつかは枯渇

する．

・輸送燃料の90パーセントが石油である．また農業

においても，化学肥料や農薬などの石油製品を大

量に使用して，増加する人口を養っている．

・地球上の石油分布は均一ではなく，埋蔵量のほと

んどがサウジアラビア，イラク，イラン，アラブ首長

国連邦，クウェイトのペルシャ湾岸の5ヶ国に集中

している．

・最新の技術と地質学的知識の発展により，世界の

主な巨大油田は発見されてしまった．結果として油

田の発見のピークは1960年代であったことにな

る．

・すでに油田発見のピークを越えたということは，今

後急激な需要の減少がなければ，生産量も必然的

に21世紀最初の10年間にピークを迎えるというこ

とに繋がる．

・危機に瀕したこの資源が減少し始めると，現代の

生活すべてに影響を与え，国家間の摩擦が拡大す

る．

・エネルギーの節約，代替エネルギーの開発は，石

油の寿命を伸ばし，エネルギー供給の少ない新し

い世界を作ることができる．

・急激な気候変動，経済的・財政的不安定化，資源

をめぐる紛争を無くすため，世界は協力し，かつ公

正に対応する必要がある．

ここに以下の提案を行う

1. 以下を目的とする協定合意を視野に入れ，協議事

項を検討する諸国家の会議を招集する．

a. 石油不足からくる不当利益行為を避け，生産経

費に見合った適切な石油価格を維持する．

b. 貧しい国にも輸入を割り当てる．

c. 石油価格高騰から生じる資金フローの不安定化

を回避する．

d. 消費者に無駄を省くよう促す．

e. 代替エネルギーの開発を奨励する．

2. 協定には以下のような条項を入れるものとする．

a. いかなる国も現時点における枯渇率を超える石

油生産を行ってはならない．ここでいう枯渇率

とは今後生産可能な推定残存埋蔵量に占める

年間生産量の割合のことである．

b. 石油輸入各国は現時点における全地球枯渇率

まで輸入量を削減するものとする．ただし国内

生産はこれに含めない．

3. 細目条項には石油分類の定義，例外と必要条件，

枯渇率推定のための科学的手法などが含まれる．

4. 調印国は正確な枯渇率を算出するため，自国の資

源情報提供に協力し，全面的な技術監査を受け入
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れるものとする．

5. 調印国は状況が変わった場合，自国の評価済み枯

渇率の見直しを要求する権利をもつ．

（宮野素美子（地質調査情報センター）訳）

石油の生産価格は，中東の場合バーレル当たり10
ドル以下と考えられる．50ドルを超える価格は生産
経費に見合った適切な石油価格とは言えない．
「枯渇率」の要素である推定残存埋蔵量は，生産

とともに減少し，また新たな発見や技術開発によって
増加する．これと年間生産量の割合を一定にするた
めには，新たな発見や技術開発を行う努力をしなけ
ればならないことを意味する．第1図では，世界の石
油発見量と生産量の推移を表している．これに従え
ば，1980年台後半から生産量が発見量を上回ってい
る．すなわち全地球枯渇率は年々上昇している．第1
表は2002年に更新した全地球の石油埋蔵量，生産，
発見に関する統計である（Campbell, 2002）．推定残
存埋蔵量は1,077ギガバーレルであり，2001年の年間
生産量は22ギガバーレルである．枯渇率は約2％と
なる．発見量は6ギガバーレルであるから，2001年の
推定残存埋蔵量は1,061ギガバーレル（1077－（22－
6））となる．枯渇率を2％以下にするためには，2002
年の世界全体の年間生産量を前年度と比較し約0.3
ギガバーレル（（22－6）×2％）以上減少させなけれ
ばならないということである．石油輸入国はこの分を
各国で割り当てて輸入量を減少させることを意味す
る．

3．石油の将来と我々がなすべきこと

石井吉徳教授は，1980年代初めから，地球有限論
を展開されていた（http://www007.upp.so-net.
ne.jp/tikyuu/index.html）．石油は数百万年－数億年
といった長い時間を経て固定化された太陽エネルギ
ーである．現在も石油は地球上で少しずつ生産され
ているが，人類が消費するペースはそれを遥かに凌
ぐため，石油は地球上では有限である．日本人を含
め世界の多くの人たちは，「石油生産量は成長する」
と思っているであろう．しかし，有限の石油資源は必
ず生産のピークが来る（石井・大矢・内田, 2004）．

このように地球上で長い年月を掛けて濃集したエ
ネルギーを化石エネルギーと呼ぶ．化石エネルギー
は有限であり，人類が今のペースで消費すればいつ
かは枯渇する．石油以外の化石エネルギーとしては，
石炭，ウランが挙げられる．化石エネルギーは地球上
で有限であるとすれば，持続的社会とは一体どうい
うものなのかと疑問に思われるであろう．答は自然エ
ネルギーとなる．太陽エネルギー，地熱エネルギーな
どの自然エネルギーを有効利用することによって持
続性の高い社会を作り出すことは可能である．太陽
エネルギーとは光そのものだけでなく，風，潮流，川
の流れ，植物の成長も太陽エネルギーが変化したも
のであり，風力，潮力，水力，バイオマスとして利用
できる．地熱は地球内部から常に300億キロワット以
上のエネルギーが発散されており，これを持続的に有
効利用することが可能である．しかしこれらの自然エ
ネルギーの欠点は，現在の技術では全地球のエネル
ギーを賄うことはできない点である．

人類は現在までにほぼ1兆バーレルの石油を消費
した．人間が利用できる石油の総量は2－3兆バーレ
ルと言われており．もし2兆バーレルであればすでに
半分の石油を消費したことになる．第2図に，過去か
ら将来の在来型・非在来型石油の生産量の推移を示
した（ASPO, 2005）．非在来型石油とは重質油，大水
深の石油，極域の石油，天然ガスなどである．石油
生産量を見た場合重要なことは，石油は有限である
ために，「必ず生産ピークが訪れる」ことである．世界
全体の生産ピークについてはさまざまな予測が行わ
れている（Almeida and Silva, 2005）．ASPOは2007年
に訪れると考えている．

ここで疑問になるのが，生産量が下降をはじめる

第1表　2002年に更新した全地球の石油埋蔵量，生産，
発見に関する統計（Campbell, 2002）．

 項　目 数　値�

 生産量累計 873ギガバーレル�

 残存埋蔵量 928ギガバーレル�

 累積埋蔵量 1,801ギガバーレル�

 推定発見量 149ギガバーレル�

 推定残存埋蔵量 1,077ギガバーレル�

 推定累積埋蔵量 1,950ギガバーレル�

 年間生産量（2001） 22ギガバーレル/年�

 年間発見量 6ギガバーレル/年�

 現在の枯渇率（推定残存埋蔵量に�
 対する年間生産量の割合） 2％�
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第2図　生産量の推移と将来予測（ASPO, 2005）．

と，当然エネルギーの供給が需要に追いつかなくな
る現象が起こるはずである．現在の石油価格の高騰
は，すでにこの需給バランスが不安定になっているた
めだとの見方が強くなっている．需給バランスが崩れ
た場合何が起こるのであろうか？ 石油価格の高騰だ
けでは済まないであろうことは想像ができる．また石
油代替エネルギーは需給間のギャップを埋める能力
があるのであろうか．もし2007年に生産ピークが訪れ
たとしたら，石油代替エネルギーの技術開発はこれに
は間に合わないのであろうか．

パネルディスカッションは印象的であった．政治家
の多くは京都議定書とここで提案されている石油枯
渇議定書との関係や，京都議定書の意義などを論じ
た．会場から，「なぜ京都議定書の議論ばかり行い，
石油枯渇の本当の意味について国民に伝える努力を
しないのか」との質問が飛んだ．政治家の答は，「人
口が60億になり，その人々が平等にエネルギーの恩
恵を受けたとすれば，地球のエネルギーはすぐに枯
渇するであろう．しかし人類はその様な発展を望んで
いるのである．政治家がすべきことはそのような人々
をパワーダウンさせることなのだ．」であり，「そもそも
エネルギーが有限だということを人類に啓蒙すること
は政治家の仕事では無い．」である．政治家は明快
に，「次の選挙で当選しなければ何もできない．当選
するためには国民に対してマイナスのイメージを与え
ることはできない．」と言っている．しかし最近，小泉

首 相 は「 脱 石 油 戦 略 」に つ い て 語 って いる
（http://www.kantei.go.jp/jp/koizumiradio/2005/
0416.html）．マイナスのイメージを残さず，積極的に取
り組もうという姿勢がうかがえる．

ここで問題をもう一度整理すると，石油が枯渇する
まではかなり時間があろうが，生産ピークは枯渇のず
っと前に訪れると予想され，生産ピーク後は石油の
需給バランスが崩れる可能性がある，とういことであ
る．そこで石油ピークがいつ来るかということが重要
になるはずである．「いつか？」についてはそれを予
測するデータ，特に中東のデータが不足しており，正
確な答えは出せない．これは地震予知に似ている．
地震がいつ起きるかについては多くの場合データ不
足で確かなことは分からない．石油生産ピークについ
ても同じことが言える．そうであれば，石油の需給バ
ランスが崩れた場合の社会への影響の大きさを考え
ると，生産ピークは当分来ないとする楽観論の立場
か，生産ピークはすぐにやって来るという悲観論の立
場かの選択ではなく，石油が不足するというリスクに
対してどのように対処するかといったリスクマネージメ
ントに基づく行動が必要になる．この場合のリスクと
は津波や地震などのように社会で起こるかもしれない
事象のことである．また楽観論の立場に立った場合，
石油代替エネルギーの開発熱が上がらないことも想
定され，石油代替エネルギーの開発は楽観論の立場
であろうとも大いに推進すべきである．
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このリスクに対する行動に関し，政治家に限界が
あるとすれば，我々政府関連機関・研究所の役割は
重要となる．まず重要なことは，石油資源や他のエネ
ルギー資源に関する正確なデータの収集である．こ
れは実は非常に難しいことなのである．油田に関す
るデータベースはIHSエネルギー（http://www.ihsen-
ergy.com/）が作成したものが最も包括的なものであ
る．ある油田の埋蔵量の算出方法は，貯留層の状態，
採取の条件，取得データの質・量などで異なる．その
ため油田ごとに埋蔵量の算定基準が異なると言って
も過言ではない．すなわち全地球の埋蔵量を統計的
に処理しようとしても，データの質がまちまちであるた
め，答の信頼度は低くなる．また中東の油田に関する
データ量は他の地域に比べかなり少ない．そのため
現在公開されている埋蔵量データから石油の枯渇時
期を検討することは難しい．前掲の石油枯渇議定書
のねらいの一つもデータ公開にある．一方，石油生
産の推移は現在の貯留層の状態を反映していると考
えられ，そこから将来の生産量の推移を予測すること
は可能である．例えば，第2図にある通り，米国の石
油生産は1972年にピークに達し，その後単調減少し
ている．この1サイクルの山型は，生産量の推移曲線
として最も可能性の高いものである．情報の少ない
中東については，スウィングプロデューサーとしての役
割をなし，この山型を示していない．しかし多量の水
圧入を行っているなど，老朽化が進んでいることを示
すデータを集めることによって，将来像も予測できる．

次に行うべきことは，データの分析である．これは，
石油生産のピークはいつ来るか，ピーク後のエネルギ
ー需給のギャップを埋める能力が十分ある代替エネ
ルギーは何かに関して検討することである．石油生産
ピークについては，利用可能なデータからさまざまな
分析が行われている（第2表：Almeida and Silva,
2005）．第2表に従えば，生産ピークは2006年から生
産ピーク無しまでいろいろである．今後重要となるの
は，ロシア，中東，大水深油田と天然ガスである．第
2図の予測では，ロシアは1987年に一度ピークになっ
た後，2010年過ぎにピークとなる．中東は2010年以
降もほぼ一定の生産量となっている．また2000年以
降では大水深油田と天然ガスはそれぞれ2014年と
2027年がピークと予測されている．また代替エネルギ
ーについては，その量よりむしろ利用可能となる時間
が重要となる．例えば，核融合がもし開発されれば量

は十分となるかもしれない．しかし開発が数十年先で
あれば，数年先にはやって来るかもしれない石油生
産の下降には間に合わない．在来型エネルギーをプ
ランA，近未来に利用可能あるいは利用拡大可能な
エネルギーをプランB（現実的代替案）と呼ぶことがあ
る．プランBよりも遠い将来あるいは夢のエネルギー
はプランC（未来型代替案）というところであろうか．
ブッシュ大統領のエネルギー顧問であったMathew
Simmonsが，「本当のプランBは脱石油時代への過渡
期に利用するエネルギーであり，それは一つでは無
く，多くの小規模エネルギーの集まりである」と言っ
ている（Simmons, 2004）．プランBの候補としては，
天然ガス，オイルシェールなどの非在来型石油，太陽
エネルギー，原子力，風力，地熱，水力，石炭，バイ
オマスなどが挙げられる．プランBについては一つで
全ての需要を賄うことは難しく，インフラ投入の少な
い小規模で，かつ生産と消費の距離縮小による送電
ロス軽減のために地域の特性に応じた地域分散型と
することが望ましい．すなわち，量に関しては多くの
プランBを足し算することによって賄うことが現実的
なものとなろう．石油の需給バランスが数年先にも崩
れる可能性があるので，早急にプランBとなりうるも
のは何かを議論する必要がある．

さらに，これらの情報の一般への普及活動が必要
となる．石油が不足するというリスクに対して抵抗力
のある社会となるためには，社会システム全体が変化

第2表　石油生産のピークの予測（Almeida and Silva,
2005）．

 著　者 石油ピーク年�

 Bakhtiari, A. 2006－2007年�

 Simmons, M. 2007－2009年�

 Skrebowski, C. 2007年後�

 Deffeyes, K. 2009年前�

 Goodstein. D. 2010年前�

 Campbell, C. 2010年前後�

 World Energy Council 2010年年後�

 Laherrere, J. 2010－2020年�

 EIA-reference case 2016年�

 CERA 2020年後�

 Shell 2024年後�

 Lynch, M. ピーク無�
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する必要がある．この時人々のエネルギーに対する
意識を高め，変化に対応できる心構えをしておくこと
が重要となる．科学者・技術者は社会に対して分か
りやすく説明する必要がある．例えば，いくつかのオ
プションそれぞれにおける最終的なイメージを添えて
伝達するなどの努力が必要となる．石油は自動車の
燃料，発電のエネルギー源として社会に欠かせない
物となっており，石油抜きでは現代は成立しない．石
油生産が減少した場合の社会全体のイメージは一般
の人々はなかなか理解できない．

データ収集，分析，情報の普及を同時に推進し，
さらにそれを受け止めた社会からの多様な意見を集
め，そこから国民あるいは世界の人々のコンセンサス
を作ることも重要となる．現在の石油代替エネルギー
の開発はこのような議論を経ず，それぞれの分野で
行われている．しかし今後はこれが社会問題である
ことを考えると，データ収集，分析を行い，この結果
をもとに分野を超え，さらに一般の人々との議論を行
い，コンセンサスを得るという過程を経て，石油代替
エネルギー開発の重点化，すなわちプランBの開発
推進や，国際的な連携強化，例えばアジア全体のエ
ネルギー需給システムを設立するなどを行うことが必
要となる．これにより，リスクに強い社会を作ることが
可能になると考える．

石油が枯渇する時代が将来にあり，現在はその時
代への過渡的な時代に突入する時期であると考えら
れる．日本のような技術力・経済力のある国では，自
動車燃料の向上とか，ハイブリッドカーの普及，風力
や燃料電池などの代替エネルギーの技術開発といっ
た話題ばかり耳にする．しかし資源の3要素，濃縮し
ていること，大量にあること，経済的な位置にあるこ
とを満足するエネルギーは有限であり，技術だけでは
全世界の需要を十分カバーできない．石油の場合，
資源の3要素は十分満足しており，非常に便利なもの
である．この利便性を考えると，石油が不足すれば各
国は国家安全保障の立場から保守的になり，日本が
いくらお金を出しても買えない事態が起きる可能性も
ある．こんな場合耐乏生活を余儀なくされる．

キューバでは1990年のソビエト連邦崩壊後，石油
輸入が途絶えた．石油が無くなった世界はどうなるか
を考えるよい例を示している．参考として発行元の
The Community Solutionの許可を得て，New Solu-
tionsに掲載された，“Cuba: Life after Oil「キューバ：

石油後の暮らし」”の和訳を掲載する．日本ではこん
な耐乏生活は一笑に付されるであろうが，将来日本で
もこのような事態にならないとは言い切れない．キュ
ーバの状況を視察したThe Community Solutionの二
人は，キューバが経験した生活は人間の理想に近い
生活として高く評価している．

エネルギーとは我々の生活において一体何である
か，エネルギーが有限であるということによって将来
何が起こり得るのか，について考え，議論する時代に
なってきている．

社会事業部のパット・マーフィー常務とフェイス・

モーガン理事は，2004年米国がキューバへの留学を

禁ずる前の2003年，同国で二度の研究調査を行っ

た．彼らの目的は1990年のソビエト連邦崩壊後，石

油輸入が途絶えたキューバがどのようにそれを切り

抜けてきたかを知ることであった．彼らがそこで見た

ものは，楽天的で希望に満ち溢れ，生活物資は乏し

いがコミュニティの関わり合いと大切さを知り，それ

に感謝している人々の姿であった．

New Solutions本号では，ほとんど石油に頼らず

生きるこの脱工業社会について，彼らの見たままを

報告する．

石油枯渇に対する意識の高まりを示す記事はます
ます増えている．この問題に関する本は有名人や，
社会的尊敬を受けている人が書いたものも含め，数
多く出版されている．石油ピークに関する研究連盟

（ASPO）の報告によれば，彼らのウェブサイトには毎
月2万件ものアクセスがあるという．

私たちは5月末にベルリンで開かれるASPOの第3
回年次総会に参加し，この件に関する研究を続行す
る予定である．この会議の焦点は，石油生産がピー
クを迎える時，つまりその後は生産曲線が下がりつ
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づける，という時期を出来るだけ正確に決めることで
ある．新たな油田発見に関しては1960年代にすでに
峠を越えている．

この件に関する関心と意識が高まるにつれ，将来
に対する懸念も増大している．ウェンデル・ベリーが
その詩の中で詠っている機械がほとんど使えない世
界とは，どのような世界だろうか？ 社会はどう変わっ
てゆくのか？ 疑問は次から次へと浮かび，課題はお
そろしく厄介である．

絶望して「個体数激減」，つまり暴力や飢餓による
人口の急激な減少という不吉な予言を述べる人も多
いが，幸いなことに筆者らは解決策は必ずあると信じ
ていて，落ち込んではいない．ただ，人類が直面して
いる巨大な何かや，時間がどんどんなくなっていくと
いう圧迫感は，ひしひしと感じている．私たちがキュ
ーバに注目したのは，支援者であったソビエト連邦の
崩壊後に生じた人為的な「ピークオイル」を上手に切
り抜けた唯一の国だからである．

米国民のキューバへの渡航は米政府により禁じら
れているので，現在にいたるまでキューバがどのよう
な対策をとり，行っているのか，私たちには謎である．
私たちは昨年，留学ビザでキューバへ渡り，彼らがい
かにして乗り切ってきたか調査・研究を行った．とこ
ろが2004年初頭，米政府はキューバへの渡航規制を
強化し，キューバやその文化，石油の欠乏に対して彼
らがとった政策について一般の米国民が研究を行う
ことは許されなくなった．これには全く驚いた．ここに
世界に先駆けて突然の石油供給減少を経験し，それ
に上手に対処してきた小さな国があるというのに，そ
こを訪れることは許されないのである．「この貧しい
1,200万の人々が我々にとってどれほどの脅威だとい
うのだろう？」と私たちは自問した．

二度にわたるフェイスとパットのキューバ旅行は，グ
ローバル・エクスチェンジの研究ビザによるものであ
る．今年，グローバル・エクスチェンジは，さらに厳し
い新たな規制においても例外扱いとされていた，あ
る機関を加えた旅行を準備していた．我々も4月9日
に再生可能エネルギーに関する「キューバ・ソーラー」
第6回国際年次総会に参加する予定だった．パットは
総会で「ピークオイルと米国の対応」について話すこ
とになっていた．出発の一週間前になって国務省は
許可を撤回し，ビザを取り消した．私たちは会議へ参
加し，キューバのコストのかからない再生可能エネル

ギー発生技術を学ぶことをずっと楽しみにしていた．
最初の旅行では，キューバに関する一般的情報，

つまり歴史や文化に加えてソビエトからの石油が突然
途絶えた後の政策を知ることができた．二回目の旅
行では石油系農薬に代わりバイオ農薬を使用し，トラ
クターの代わりに牛を使うなどのキューバにおける有
機農業を学んだ．今回三度目の旅行ではキューバが
開発した石油代替物について学ぶはずであった．

私たちが初めて訪問した際に話を聞いた経済学者
は，遠隔地ででもなければ，キューバでは何百万ドル
もする風力発電システムや高価な太陽光発電システ
ムなどを使う余裕はないと語った．こうした代替物が
ハイコストのため利用が限られるというのなら，限ら
れた予算しかない国は現実的にどのような選択肢を
編み出すのだろうと興味があった．

キューバへの最初の訪問によって私たちは石油枯
渇に対する構想をふくらませ，ひどく複雑で（かつ疑
問の多い）技術的な石油枯渇対策などより，地域社会
での解決が重要であることを知った．この10日間で得
た多くの経験をたった数ページにまとめるのは難し
い．本リポートでは医療，教育，住居，交通に絞って
話をしよう．

キューバは常に貧しい国であったし，最近の石油
不足後もそれは変わらない．にもかかわらず，その医
療システムは他の第三世界とは比較にならないほど
素晴らしく，すべての国民は医療費が無料である．
－中略－

キューバが最も力を入れている社会事業は教育で，
就学率は100パーセントである．1学年から9学年まで
の初等教育と10学年から12学年までの中等教育は
義務教育である．どんなに小さな村にも校舎とビデオ
デッキ，テレビがあり，（娯楽ではなく）教育の一環とし
て利用されている．すべての子供は12年間の学校教
育を受けるが，大学進学者の割合は米国よりもはるか
に低い．
－中略－
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ソビエト連邦からの石油供給が突然途絶えた後，
1993年には交通は全面的にマヒした．車は一台も走
らず，公共交通は崩壊し，道路はガラガラになった．
キューバは中国製の重い自転車を200万台輸入した．
ある人は，食糧の不足に加え，熱帯のこの暑さの中
でペダルを漕がねばならないため，ハバナで体重が
減らなかった者はいない，と話した．幸いなことに事
態は好転していった．

今日のキューバにおける交通手段は，非常に興味
をそそられる，としかいいようがない － が，厄介でも
ある！キューバでは車を所有しているのは10人中1人
に満たないし，今後その数が増えるとも思えない．ハ
バナのバスはどれもすし詰めで，そのほとんどが老朽
化している．ハバナの交通で特記すべきはただひと
つ，非常に大きな金属製のセミトレーラーで，普通の
トレーラー・トラックがそれを引っ張っている．奇妙な
形をしたこの乗り物は300人乗りで，「ラクダ」と呼ば
れている．いつでも暑くて混んでいるといわれるが，
料金はとても安く，1キューバペソである．

キューバ人は好んで「必要は発明の母」という．金
も燃料もほとんどないのに，キューバでは首都のラッ
シュアワーに大量の人々を輸送している．

こうした創意工夫に満ちたやり方は，お手製の手押
し車からバスにいたるまで，さまざまな形で輸送手段
に生かされている．キューバでは大型車から小型車
まで，モーターのついているのから動物が引くものま
で，ありとあらゆる乗り物を動員して大量輸送システ
ムを構築した．最近では小型車が少し輸入されてい
るものの，これらはごく一部である．

驚いたのは，米国では掘り出し物の1950年代の古
いアメリカ車をたくさん見かけることだった．こうした
古い（骨董品の）車を国外に持ち出すことは違法とな
っている．

ハバナでは自転車，黄色い二人乗りのモーター付
人力車が一般的で，小都市では馬や荷車が使われて
いる．

国家的緊急時，いささか不便ではあるが，燃料がほ
とんどなくても人々の輸送は可能であることをキュー
バは立証した．一人一人の移動は犠牲になるが，十
分な石油がなくても公共交通で代替できる．黄色い
制服を着た役人は，ほぼ空っぽの公用車やトラックを

見つけると路肩に停車させ，車を必要とする人々を
乗せるように命ずる．古いシェヴィーの前シートに4人，
後部に4人が乗っている，などというのは珍しくない．

ハバナへ向かう，あるいはハバナからの道路端には
必ず，車に乗せてもらおうと手にした紙幣を振ってい
るヒッチハイカーがいる．荷台にタクシー免許を打ち
つけたロバの荷車もあった．トラックの多くは乗降に
便利なように後部に階段をハンダ付けして，旅客輸送
車に転用している．高い荷台の後部に男が2人，乗
客がトラックに乗り降りするのを手伝っていることも
あった．こうしたトラックの多くは，日除けのための幌
がついている．1950年代のステーションワゴンが10人
の乗客を乗せていることもある．

ほとんどの政府高官も車は持っておらず，通勤用
マイクロバスを利用するか，車を持っている人に相乗
りさせてもらっている．

農村を訪ねたとき，海岸まで馬車で行った．途中，
ヒッチハイカーを拾っては，降ろした．あるところで家族
連れに会い，2人の幼い子供を車に乗せたが，両親は
歩き続けた．また別の場所で私たちが乗せた10代の
少女を，運転手が口説きはじめた．この気取らず，の
んびりとした無料の臨時バスはなんともすてきだった．

通りや高速道路には看板などの広告はまったくな
い．アメリカ風の派手な広告を見慣れた目にはなんと
もほっとする風景だ．ホテルの中にも周辺にも，今風
の店はない．果てしない要求をかきたてる広告はな
く，米国のように限りある物的資源によって人の心が
活力を失ってしまうこともない．とはいえ，旅行者がい
るところには店がある．ハバナの土産物店では葉巻
やラムを，農村では土地の手工芸品を売っている．

この旅の極めつけは“ハバナ組曲”というタイトルの
映画を見たことである．音楽と通りのざわめき，時お
り子供を呼ぶ母親の声以外には全くの無声，という
特筆すべき作品である．そこに描かれているのは運
輸，食料，住居の困難な問題だ．が同時に，そこには
創意工夫と分かち合いも描かれており，それこそが
何十年にもわたる米国の経済制裁に対してキューバ
が出した答えなのだった．

ハバナは人口250万人のキューバ最大の都市であ
る．この町は少々うらぶれて荒廃した感がある．建物
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は明らかに劣化し，中には崩壊したり廃墟となってい
るものもある．

ハバナの住宅は人口密度が非常に高い．一人当た
りの占有面積はたった3平方メートル，何世代もが同
居しているアパートはざらである．この密集状態が，
多世代家族であることとあわせて高い離婚率の一因
となっている．

ハバナには21の社会改革センターがあり，住民の
共同住宅計画をすすめている．新たな住宅建設があ
ると，住民は誰が新しい家に入居するか，自分たちで
決める．最近の住宅は砂，石，軽量コンクリートを使
ったより簡単なつくりのものもあり，こうした新手法に
よる家造りを教えるコースもある．

キューバの住宅事情は非常に深刻な問題であるが，
ブラジルや他の第三世界諸国のようなスラムはない．
家を建てるときは未開墾地が提供される．標準的な
家は25フィート×35フィート（7.6m×10.7m）の長方形
で，ごく小さな寝室が3つ，居間と台所，それに小さな
ベランダがある．コンクリートブロックでできていて，建
築資材は政府から供与される．最近の米国の新築家
屋は平均2,400平方フィート（223平方メートル）以上で，
キューバにおける新築家屋の約3倍の広さである．

ソビエト連邦崩壊後の時代をキューバ人は「特別な
時代」と呼ぶ．この「特別な時代」になって，田舎から
ハバナへという人々の流れが逆転した．以前は，進
学のため家を離れた農家の子女は，農業を継いだり
生まれ故郷に帰ろうとはしなかった．土地を耕す意
欲をそそる動機がなかったのだ．しかし今日ではキュ
ーバは以前にまして農業国となり，それは収入にも反
映している．以前は，農村地域や食料生産はほとん
ど重視されず，食糧のほとんどが東ヨーロッパからの
輸入であった．今日，キューバの農村地帯で作物を育
てる技術者は，非常に大切にされる．

トリニダードの海岸の町で，私たちは町内の路上パ
ーティに誘われた．パーティは夕方遅く狭い通りで開
かれ，狭い歩道が家々の入り口に直接繋がってい
た．それぞれの家から通りをはさんだ向かいの家ま
で，米国の大きな居間ほどの幅しかない．私達は大
歓迎を受けCVR（革命擁護委員会）委員長のスピー
チを聞いた．彼女は管理チームの3人を紹介し，それ
ぞれが短いスピーチを行った．

スナックと歌，ダンスのあとで，私達は家の中に招
き入れられた．ハバナに比べ，トリニダードの家は

広々して，快適だった．三人の子供がそれぞれの寝
室にいた．居間は質素で，家具は古くて中古のようだ
ったが，きちんと修理がなされ飾りもついていた．壁
には素朴だがとても素敵な絵が掛かっていた．

地方都市では家の裏手に壁で仕切られた小さな中
庭（パティオ）があって，豚や鶏を飼っていたりする．

家を建てる腕のいい大工はいくらでもいるが，いか
んせん建築資材，特にコンクリートが不足しており，こ
れはその製造に莫大なエネルギーが必要なためであ
る．自然災害で家が被害を受けることもある．近年で
は，一度のハリケーンで4,000戸の家が壊れた．

本記事の最初で述べたように，たいていの人はピ
ークオイルについて知ると落胆するが，私達はそうは
思っていない．ウェンデル・ベリーの詩の全部を引用
したわけではないが，「ランド・リポート」の他の記事同
様，そこに示されているのは，すべての人が関わる世
界の姿である．つまり，共同体，モラル，価値といっ
た感覚を持った世界のことである．これこそが永続的
な世界であり，農薬や工業毒素がない世界であり，
人々が互いにそして地球と仲良く暮らし，資本主義的
工業社会の原則である絶え間ない競争とは無縁の世
界である．

キューバという国が，石油に依存する工業時代か
ら現在の分散農業社会へと，いかに早く移行したか
を知って，私達も希望が湧いてきた．キューバ人にし
てみれば，事ほどさように簡単ではなく，ここに述べ
た以外にも米国のキューバ制裁によるさまざまな困難
がある．

落ち込んだり，絶望している人はほとんどいなかっ
た．彼らは共同体が大切で価値あるものだと気づき
つつある（あるいはもしかすると，昔からちゃんと知っ
ていたのだ）．大変だといいながら，キューバの教育
の質，予防を重視した無料の保健医療，長い平均寿
命，スポーツでの活躍，米国の制裁にもかかわらずち
ゃんと生き抜いていること，などを誇らしげに語った．
キューバは制裁によって強くなれたと思う，という人
すらいる．

キューバから機械がなくなってしまったわけではな
い．が，1990年以前に比べればはるかに少なく，残っ
ている機械も昔ほどには使われていない．
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私たちとしては，読者の皆さんにキューバを訪れる
ことをお勧めしたいが，我が政府はそれを許すまい．
私たちにはわが政府の政策がよくわかる，つまり，「キ
ューバはアメリカ的生活に対して脅威である」・・・私
たちコミュニティ・サービスはそれこそが望ましいと思
っているのに．農業に重点を置き，低エネルギーで
互いに協力しあうキューバのライフスタイルこそ，減り
つづける一方の化石燃料を消費しながら成長し，競
争し，消費する現代の消費社会よりも，私たちの価値
観には合っている．

ウェンデル・ベリーとウェス・ジャクソンが私たちの
ようにキューバを訪ね，かの国が農業中心の生活に
生まれ変わりつつあるのを見ることができたなら！ ウ
ェンデルの詩には，こんな一節がある．“機械は嫌い
だ．．．いつの日か機械がなくなるとき，それは喜びに
満ちた聖なる日”．キューバは着々とその「喜びに満ち
た聖なる時」に向かっている．

本記事やその他出版物などはwww.communitysolu-
tion.orgからダウンロードできます
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